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早　稲　田　大　学
図　書　館　紀　要
図
書
館
の
貴
重
資
料
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
（
一
）
図
書
館
長
　ロ
ー
リ
ー 
ゲ
イ
　二
〇
二
〇
年
、
早
稲
田
大
学
は
、
誰
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を「
開
館
」し
た
。も
ち
ろ
ん
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
含
む
、図
書
館
の
貴
重
資
料
数
十
点
も「
展
示
」
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
日
本
語
解
説
文
の
英
訳
を
託
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
、
ま
た
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
　儒
教
の
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
礼
記
』
の
注
釈
書
、
国
宝
『
礼
記
子
本
疏
義
』
残
巻
に
は
、
聖
武
天
皇
の
皇
后
、
光
明
皇
后
の
印
が
捺
さ
れ
、
八
世
紀
半
ば
頃
ま
で
に
は
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
日
本
と
ア
ジ
ア
大
陸
の
密
接
な
関
係
を
示
す
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
光
明
皇
后
が
『
礼
記
』
や
そ
の
注
釈
書
を
ど
の
く
ら
い
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の
教
養
の
深
さ
を
物
語
る
だ
ろ
う
。
　光
明
皇
后
の
時
代
か
ら
お
よ
そ
一
千
年
の
の
ち
、
図
書
館
が
収
蔵
す
る
資
料
を
通
じ
て
、
も
う
一
人
、
教
養
を
備
え
た
女
性
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
る
。
十
九
世
紀
半
ば
の
江
戸
で
、
曲
亭
馬
琴
は
、
長
編
読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
を
執
筆
中
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
馬
琴
の
嫡
子
に
嫁
し
た
土
岐
村
路
（
と
き
む
ら 
み
ち
）
が
代
わ
り
に
筆
を
と
り
、
馬
琴
の
口
述
を
書
き
留
め
て
い
っ
た
。
難
し
い
漢
字
に
苦
心
し
た
ら
し
い
が
、
お
か
げ
で
馬
琴
の
傑
作
は
無
事
に
刊
行
さ
れ
た
。
当
館
所
蔵
の
馬
琴
自
筆
原
稿
の
途
中
で
、
路
の
筆
跡
が
現
れ
、
彼
女
の
努
力
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　こ
れ
か
ら
も
図
書
館
の
貴
重
資
料
に
垣
間
見
え
る
女
性
を
、
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
願
う
。
